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6月19日の15:30～17:00に、MITのMoser先生とお話をする機会があり

ました。先生が研究していらっしゃるチームワークについてのお話を伺っ

たり、GE-NETそれぞれの班の提言についてフィードバックをいただいた

りして、刺激的な時間を過ごすことができました。来てくださった先輩方

からのアドバイスも参考にしながら、提言の実装に向けてこれからも活動

していきます。 

 

6月24日の16:00～18:30に、農林水産省を訪問し

ました。初めに 1 時間ほど日本の課題や農林水産

省の職場環境についてお話していただいた後、班

に分かれてディスカッションを行いました。スマ

ート農業の推進や ALPS 処理水に関する国際交渉

の他にも、フードテックの振興や農村研修など世

間にはあまり知られていない刺激的な業務内容も

あることを知り、国家公務員へのイメージががら

りと変わる 1 日となりました。ディスカッション

では、事前研修でも話題にあがっていた『若者の農

業従事者の数を増やすには』や『スマート農業の可

能性とは』について職員の方の生の意見を伺うこ

とができ、貴重な経験となりました。  

 

 

6月 23日、25日、30日の 3日間に分かれて、日本経済新

聞社を訪問しました。初めに会社の方針や社史についてお

話していただいた後、実際の記者の方を交えたディスカッ

ションを行いました。  日経新聞は世界で初めてコンピュ

ーターを利用した新聞製作システムを導入したり、3Dビジ

ュアルジャーナリズムという新しい報道の仕組みを取り入

れたり常にイノベーションを行っていることを学びまし

た。質疑応答時には、記者視点の報道意義やメディアの新し

いあり方(ex. 電子版や SNS)について積極的に尋ねる生徒の

姿が見られました。改めてメディアリテラシーを持つこと、

ファクトチェックを行うことの大切さを実感する機会とな

りました。 
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 第4回GL研修 『好きを追求し、生き方をデザインする』 

Q-Leap株式会社代表取締役/CEO 愛場吉子様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第5回GL研修 

 『混迷・予測不可能こそ若者の時代 ビジネス×サイエンス×クリエイティブを武器にする』  

株式会社ネイチャーラボシニアマネージャー 行岡宏明様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

7月4日の15:30～17:00に、本校ＯＧの愛場吉子様にご講

演いただきました。自分が熱中できることを見つけ習慣化

することが自分のキャリアにつながるという旨のお話をし

てくださり、多くの生徒が自分自身を見つめなおすきっか

けとなりました。欧米では発言・質問をしなければ存在価値

はゼロだという教訓や、教えてくださったグローバル・コ

ア・コンピテンシーを心に留め、8月のアメリカ研修に臨み

ます。 

7月8日の15:30～17:00に、行岡宏明様にご講演いただきま

した。 

ビジネスには経済合理性が必要だということを学び、提言

のマネ 

タイズを考えている GENET メンバーには有意義な時間と

なりま 

した。後半には、自分たちが進めているプロジェクトのアド

バイ 

スを行岡さん含め 4 人の方からいただきました。自分たち

のプロ 

ジェクトに需要や実現性があるのか、第三者の方の意見を

聞くこ 

とができる貴重な機会となりました。これからの活動に存

分に活 

かそうと思います。 
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